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１．概要１．概要



 
H25年6月採取分の港湾内海水試料のストロンチウム-90分析結果が７月下旬に

 判明し、ストロンチウム-90濃度が全ベータ放射能濃度を上回る状況（データの

 逆転）が散見されたため原因究明を実施。



 
調査の結果、データの逆転は5・6号機のホットラボの低バックグランドガス

 フロー型計数装置（LBC）でストロンチウム-90分析に偏っていることが判明

 した。



 
当該装置を含め、更に詳細調査を実施した。

22．要因分析．要因分析



 
日本原燃殿の協力をえながら、ストロンチウム-90分析のプロセスで結果に影響を

 与える要因として、以下の３つを抽出。

①分析を行う際に作成した、ストロンチウム標準液の濃度
②分析を行う際に作成した、イットリウム標準液の濃度
③イットリウム-90の計測効率
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33．検証結果．検証結果


 
手順書通りの操作を行えば、ストロンチウム標準液もイットリウム標準液も正しく

 作成されることを確認。


 
福島第一の同一地下水試料から分取し各計測器で計測したところ、5・6号機LBCの

 計数値は環境管理棟LBCより高い値であった。


 
次に、標準線源を用いてイットリウム-90効率（ストロンチウム-90濃度を計算する

 際に使用する換算定数）を測定したところ、計測器導入当時の設定値よりも高いこと

 が判明した。なお、環境管理棟の検出効率は導入当時の計数効率と同等であった。

※ 確認値は3回の平均値

５・６号機ホットラボ５・６号機ホットラボ 環境管理棟

導入時に設定した導入時に設定した

 検出効率検出効率
４７．９％４７．９％

(H15.(H15.12)12)

４８．８％
(H19.12)

現在の設定値現在の設定値
(H26.(H26.11））

同同

 
上上 同 上

今回標準線源で今回標準線源で

 確認したあるべき確認したあるべき

 検出効率検出効率※※

(H26.1(H26.1確認）確認）

６０．４％６０．４％

60.5％

４９．８％

51.2％

59.1% 49.0％

61.7% 49.3％
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

 
LBCのイットリウム－90効率の評価は、当時定めた手順で実施していた。



 
効率測定を行った結果、「ストロンチウム-90+イットリウム-90」の値が旧式同

 型装置に比べて低かったため、同じ試料とあわせてイットリウム-90を再度測定

 したところ，イットリウム-90については低い値となった。



 
その後、イットリウム-90について再測定を２回実施し、計４回実施した測定のう

 ち３回目と４回目が同程度の値だったため、４回目の値を同装置の効率として採用。



 
旧装置と同型の当該計測器で得たイットリウム-90の効率は旧装置より低いもの

 だったが、当時、当該機器固有の特性として効率が低い装置と考えた。



 
４回の測定で効率が70～50％と評価されたが、効率にばらつきがある原因につい

 て、当時は更に考察を行うことについて考えが至らなかった。

44．低い．低いLBCLBC効率を使用していた原因効率を使用していた原因

5・6号機LBCのイットリウム-90の効率測定に関係した者への聞き取り調査を実施

 し、本件の原因に直接係わる点として以下を確認した。

＊３種類の試料に対しての効率測定を行う（「ストロンチウム-89」、「ストロンチウム-90+イットリウム-90」、
「イットリウム-90」）。このうちの「ストロンチウム-90+イットリウム-90」の値が低かった。
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55．過去の分析結果に対する影響．過去の分析結果に対する影響


 

当該計測装置を使用して震災以前に分析した放射性廃棄物（全755試料）

 のうち、ストロンチウム-90を検出したのは1件のみ（H16年1月採取の

 1、2号機共用排気筒試料※）。

※ストロンチウム-90分析値：1.4E-10Bq/cm3


 

その他は全て検出限界未満で影響なし。


 

検出した1件は関係箇所に報告し記録を訂正する。
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66．今後の対応．今後の対応



 
ストロンチウム-90が全ベータの値を上回っていた原因が判明したことから、

 分析の確定を中断していた試料について、速やかに確定作業を再開する。



 
福島第一における放射能分析の品質向上として、定期的に所内分析室間クロス

 チェック、および社外機関クロスチェックを実施し、分析品質が維持されている

 ことを確認する。



 
再発防止のため、次回装置導入より、納入時の化学分析用放射線計測器の校正は、
装置の扱い経験が豊富な計測器メーカにて実施する。



 
当該装置での分析は以下の扱いとする。
・5・6号機LBCは、再校正を行うまでの間はストロンチウム-90分析に使用

しない。
・当該機器で分析した試料はピコベータで再分析を実施する。
・分析員の力量によるばらつきが小さい分析方法の導入を検討する。
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＜参考＞＜参考＞5,65,6号機ホットラボの低バックグラウンドガスフロー型計数装置に係る時系列号機ホットラボの低バックグラウンドガスフロー型計数装置に係る時系列

時期 事象

平成15年8月 当該計測器納入

平成15年9月～12月 当該計測器の校正実施

平成23年3月 被災により当該機器使用停止

平成24年1月 当該機器のメーカ点検実施

平成24年10月 当該機器を用いたストロンチウム分析を再開

平成25年7月

福島第一港湾内海水ストロンチウム-90濃度と全ベータ放射能濃度の関

 係に従来と異なる傾向を確認したためデータ確定作業を中断し、当該試

 料の再分析を実施

平成25年8月
再分析試料および７月採取分の試料も前回分析と同様の傾向を示したた

 めストロンチウム-90分析の妥当性検証開始

平成25年9月 ベータ核種分析装置運用開始

平成26年1月 当該機器のイットリウム-90効率が平成15年当時よりも高いことが判明
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免震重要棟

環境管理棟
（4m盤地下水試料等の取扱場所）

化学分析棟
（地下水バイパス試料等の取扱場所）

5,6号機化学分析室
（滞留水試料等の取扱場所）

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

＜参考＞福島第一原子力発電所内の分析室＜参考＞福島第一原子力発電所内の分析室

画像提供：東京電力株式会社


